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なぜ油吸着材が必要とされるか 

 油の流出による損害賠償、回収経費は原因者負担 
 環境破壊による企業イメージダウン 

流出した油は、迅速かつ完全に封じ込めることが要求される。 

平成26年に群馬県で発生した水質汚濁事故原因と状況（総件数 92件） 
人的ミスは、工場・事業場での操作ミス等による油・化学物質等の流出事故が該当します。 

 油流出による事故というものは、そう頻繁に
起こるものではありません。が、ひとたび事故が
発生すると、油分は環境に大きな爪痕を残します。
特に河川への流出は、被害の拡散が非常に早く、
大規模な回収活動が必要とされ、大きな損害を生
んでしまう可能性があります。 
 
 また、油を吸着後も、気候や処理方法の誤りに
よっては、再度環境中へ放出されてしまう可能性
もあります。 

流出事故を起こしてしまうと・・・ 

発生状況 発生原因 



エコットスポンジとは 

高い吸着力 
 エコットスポンジはおがくずの5～8倍の油を処理します。触れた油
分を強力に吸着しますので、鏡面状態であれば油膜も残らず、転倒など
の二次災害を防ぐことができます。 

 
吸着した油が染み出さない 
 エコットスポンジは、吸収した油分を、浸透圧を利用してカプセル状
の構造の中に閉じ込めます。このため、水に浸かっても油分が滲み出る
ことがありません。 

実際にデモをご覧下さい。 

─油吸着材としての高い基本性能─ 



エコットスポンジの環境性能 

 バクテリアを仮死状態に保存する際の栄養分として、リン
を含んでいます。リンは植物にとっても栄養分となります。 

・産業廃棄物としての処理が不要 
・埋め立て・土壌放置すら可能 
・ISOの環境要求に対しても貢献できる 

完全生分解 

 エコットスポンジは、バクテリアを含んだバイオ製品です。バクテ
リアが、油を二酸化炭素と水に分解します。 

 粉末自体は植物由来ですので、分解後は吸着した油を含めて全て無
害な物質に還ります。 
 肥料にもなる 



他の吸着剤との性能比較 
エコット 
スポンジ おがくず A＊＊＊ト 

(セラミック系) 
T****Q 

(ピートモス系) 

油の分解 ◎ ×  × ○ 

床滑り解消 ◎ × × ○ 

作業時間 1分程度 20-40分 5-10分 2-3分 

産廃処理 不要※ 必要 必要 不要※ 

Kgあたりの値段(a) 1,800 150 600 3,000 

Kgあたりの処理能力(b) 5L 0.8L １.3L 5L 

油1リットルの処理にかかる
製品コスト(a/b) 360 190+α 460+α 600 

コストについては、キログラム当たりの単価となると不利ではありますが、後片付けに必要な稼働、産廃
処理に要するコスト等勘案すると、数字ほどの差はないかと思います。 

処理にかかる製品コストの+αは後片付けや産業廃棄物の処理費用です。 
※炭化水素以外は分解できないので、その他有害物質が含まれる場合は各行政
の指示に従って適切に処理して下さい。 

コストに優れるおがくずではあるが、迅速性、環境への再放出の防止が備わっていない 



よくあるご質問 

 油の分解にかかる所要時間は？ 
  微生物の仕事ですので、温度、湿度などの環境に左右されますが、概ね2週間から3ヶ月です。 
  植物ゴミとして廃棄する場合は、3ヶ月保管した上で処理して下さい。 
 

 土壌放置して問題にならない？ 
 東京都清掃局では「油を吸着して粉末の外側に油がでていなければ公共の埋立場に投棄してよい。ただし、
塩素系の液体を吸着したエコットスポンジは公共の埋立場には投棄できません。中の液体が滲出しなければ
塩素系の液体であっても自社内の土地であれば問題ありません。」という見解です。 
 

 エコットスポンジの量が多すぎたみたい 
 一度油と遭遇したエコットスポンジは、元の袋には戻さないで下さい。油に反応して、袋の中のバクテリ
アが目を覚ましてしまう場合があります。別の袋を用意してその中に保管し、1月以内を目安に使い切るか
廃棄して下さい。 
 

 バクテリアの安全性は？ 
 使用しているバクテリアは、国立感染症研究所にてレベル1（人や動物に重要な疾患を起こす可能性のな
いもの）の安全性が認められています。 
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